
～磨いて 輝こう～

本 日 第２０７１回 ２０１３年９月６日(金） No.１９５９

本日のプログラム Today's Program 卓話担当者：青少年奉仕委員会

点 鐘 卓話者：桜井 雅博君

ロータリーソング「奉仕の理想」 演 題：｢地区青少年サミットに参加して｣

前 回 第２０７０回 ２０１３年８月３０日（金） 記 録

○斉 唱：「奉仕の理想」

〇来訪者： 瀬戸ＲＣ 金谷 康正君

○出席者：会員26名中18名出席 出席率69.23％

前々回補正出席率 8月9日分 100％

会長あいさつ 箕輪 良孝

少し涼しくなりましたが、また暑さが戻り残暑の

季節となりました。８月の会員増強も本日新会員を迎

え順調なすべりだしです。留学生の受入で忙しかった

のと、夏の疲れで少々挨拶のネタが無くなりました。

今日は､会場委員会の奉仕で､ビュッフェスタイルで

カレーライスを楽しんでいただきました。いつもと変

わった雰囲気で良かったと思います。

私事ですが、今愛知県では県史の編纂をしており

まして、その一環で中世史の分野で我が寺に天正時代

の過去帳がありすでに県の方で把握していますが昨年

一度見たいと編纂委員の専門家が訪ねてきました。そ

の折、本堂再建に合わせ中興開山の祖師像を修復しま

した時その体内から紙にくるんだ文書がたくさん出て

きました。その経緯を話し良い機会ですので見てもら

いました。その中に正親町天皇(おおぎまちてんのう1

557～1585年)の｢綸旨｣があり、今年７月に再度訪問が

あり県史に写真を掲載されることとなりました。正親

町天皇は丁度織田信長と時代を一緒にした天皇です。

私も｢綸旨｣なるものを知らずいい勉強になりました。

綸旨とは天皇のいわば事務的通達のようなものです。

蔵人という役人が天皇の言葉を書いたものですが、天

正10年(1582年）７月１日の物です。

この綸旨を書く紙が、当時たくさんの文書があって再

生紙を使って書かれています。この紙を綸旨紙という

そうで、真っ白でなく少しくすんだ色をしております。

来月｢月見例会｣があります。皆さんにご披露したいと

思っています。

幹事報告
・8/23 地区職業奉仕委員長会議 於名鉄ニューグラ

ンドホテル 山田職業奉仕委員長出席

・8/24 交換留学生 安藤花乃音さん アメリカに出

発 於セントレア空港 桜井青少年奉仕委員長、唐井

親睦活動委員長、加藤幹事参加

・8/27 交換留学生 ロビン・マリー・クリアさん、

尾張旭市長表敬訪問 於市役所 箕輪会長、飯田カウ

ンセラー、桜井青少年奉仕委員長、加藤幹事参加。そ

の後、聖カピタニオ女子高等学校へ打ち合わせ。

・8/29 地区クラブ研修・情報委員長会議 於名鉄グ

ランドホテル 井田情報委員長出席

・本日の会合：新人研修会

・次回の会合：第６回理事役員会

・例会変更のお知らせ：別紙

ニコボックス
〇お世話になります（瀬戸ＲＣ） 金谷 康正君

○金谷 康正君、ようこそ！ 古橋エツ子君

〇本日入会させていただきます。よろしくお願いいた

します。 江尻 豪君

〇江尻 豪君の入会おめでとうございます。これから

もよろしくお願いいたします。 髙島 昇君

〇江尻君の入会おめでとうごさいます。箕輪 良孝君

新世代のための月間およびＯＦＤＹ月間

９月１３日（金） ９月２０日（金） ９月２８日（土） １０月 ４日 （金）

例 卓話者：唐井 仁一君 東尾張分区 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐訪問 27日（金）振替 卓話担当者：米山記念奨学会

会 演題「親睦活動委員会 卓話者：丹羽 司一君 月見例会 18:00～ 卓話者：古橋エツ子委員長

予 について」 演題「ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐訪問に 於良福寺 書院 演 題：「 未定 」

定 因んで」



〇江尻さん、ご入会おめでとうございます。今後とも

よろしくお願いいたします｡ 加藤 清久君

菊田 利昭君、福岡 健君、山田 直樹君

〇菊田君の卓話を楽しみにしています。

箕輪 良孝君、唐井 仁一君

〇本日の食事、箕輪会長の提案でカレーを用意させて

いただきました。充分味わって下さい。古橋 裕志君

〇会場委員会の皆さん、本日のお食事の用意ありがと

うございました。 加藤 清久君

〇朝夕すごしやすくなってきました。暑さも、もう少

しのしんぼうですね。 森井 晴生君

〇親睦活動委員の皆さん昨日はお疲れ様でした。

唐井 仁一君

〇お忙しの君 飯田 幸雄君、舟橋 龍秀君

新会員推薦ﾊﾞｯﾁ

△（左より）箕輪会長、

飯田君、西尾君

入会式

本日より新会

員になりました。

どうぞよろし

くお願いいたし

ます。

えじり つよし

会 員：江尻 豪

生年月日：1954年（S29）５月１０日生

事 業 所：旭建商株式会社

所 在 地：瀬戸市高根町二丁目89

役 職：代表取締役

職業分類：住宅設備

家 族：ご夫人、母様、長男、長女、二女。

趣 味：つり、ゴルフ

卓 話
「自己紹介」 菊田 利昭

１ 尾張旭ロータリークラブに入会させていただいて

３か月がたちましたが，まだあまりお話をさせていた

だいていない方もいらっしゃいますので、僭越ながら

自己紹介をさせていただきます。

２ 生い立ち

昭和40年10月４日生まれの47歳です。当クラブでは

仲澤さんに次いで２番目に若いです。妻と､高校３年

生の長男､中学３年生の長女がいます。

生まれ育ったのは名古屋市守山区の三軒家で、現在

スシローがあるあたりです。父は東区で建築会社を経

営していました。母はピアノの先生でした。

大森小､天子田小､大森中学､千種高校を経て､１年浪

人した後に早稲田大学法学部に入学しました。学生時

代は勉強もせず

毎日飲み歩き遊

んでばかりいま

したので､１年

留年して卒業し

ました。

３ 弁護士を目

指して

弁護士になり

たいと思ったの

は小学６年生の

ときです。｢将来の夢｣という作文を書くことになり､

それに｢弱きを助け強きを挫く弁護士になりたいです｣

と書いたのがきっかけです。本当は私立探偵になりた

かったのですが､父に私立探偵では食っていけないと

言われて断念し､似たような職業？として弁護士があ

ると聞いてそれに飛びつきました。

その後ずっと弁護士になる夢を持っていたのですが､

司法試験にまったく受からず､結局合格するまで17回

もかかってしまい､合格したときには40歳になってい

ました。かなり苦労しましたが､その分いろいろと人

生経験も積むことができました｡ですから､たとえば刑

事事件の被告人の気持ちなどは多分どの弁護士よりも

理解できるのではないでしょうか。

受験時代に一番苦労をかけたのは妻でしょう。29歳

の時に結婚したのですが､それから合格するまで10年

以上かかりました。当時私は塾で数学の先生をしてい

ましたが､正社員ではなかったため収入は微々たるも

のでした｡したがって､生活費は助産師をしていた妻に

頼りっぱなしで､10年間ヒモ生活をしていました。今

でも妻には感謝しています。

４ 司法試験合格後

司法試験に合格した後１年４か月の司法修習を経験

しました。司法修習というのは裁判官や検察官につい

て実際の裁判を勉強するというもので､大変楽しく有

意義なものでした。多くの裁判官や検察官は優秀で素

晴らしい方でしたが､中にはキス魔の裁判官やオタク

の検察官などもいて､普段では見られない内情を知る

ことができて興味深かったです。

その後､名古屋市中区丸の内にある串田法律事務所

に３年間勤務しました。なお､串田先生は名古屋空港

ロータリークラブの会員です。串田先生は優秀な弁護

士で､勤務していた３年間は大変勉強になりました。

平成23年11月に独立し､尾張旭市大塚町にて菊田法

律事務所を開設しました。扱っている業務は､企業法

務､相続､離婚等です。とくに建物明渡しは名古屋の弁

護士の中でもでも有数の事件数をこなしています。

５ 趣味

趣味はゴルフと音楽です。ゴルフは最近初めて100

を切りました。音楽は､弁護士や裁判官などで結成し

ている名古屋バロックアンサンブルという楽団に所属

してコントラバスを弾いています。

６ ロータリークラブと私

実は､父はライオンズクラブに入っていましたし､お

じはロータリークラブに入っていました。ですから､

小さいころからロータリークラブのことは知っていて､

いつか入りたいと思っていました。ただ､まだまだ自

分は分不相応だと思っていましたので､串田先生から

紹介しようかと言われてもお断りしていました。しか

し､この度思いがけずお誘いいただきましたので､あり

がたく入会を決意した次第です。今後ともよろしくお

願いいたします。


